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令和３年度 第７１次印旛地区教育研究集会 体育分科会 提案資料 

 

2 部 会 体 育 研 究 部 

富里市立富里南小学校  山本 悠太 

成田市立八生小学校  鴨井 俊隆 

１ 研究主題 

 

 

 

 

 

２ 研究主題設定の理由 

（１）学習指導要領から 

令和２年度より完全実施となった小学校学習指導要領では，体育の見方・考え方を働かせて，資質能力を育成

する観点から新たに「知識」が加わり，運動に関する「知識及び技能」の育成が求められることとなった。また，

解説によると，高学年のボール運動ゴール型の指導では，集団対集団の攻防の行い方を理解するとともに，ボー

ル操作とボールを持たないときの動きによって，簡易化されたゲームを行うと明記されている。集団での攻防や

ボールを保持していない時の動きを身に付けるためには，児童一人一人が動きを理解すること，つまり動き方の

「知識」を身に付けることが重要だと考える。また，指導要領解説の中に運動に意欲的でない児童への配慮の例

が記載されるほど，新学習指導要領では，全ての児童が体育を通して様々な力を身に付け，それらを生涯体育へ

つなげることの大切さを示している。 

 

（２）教師の実態から 

２部会内の体育の授業を担当している教師２７４名を対象に，体育学習及びボール運動に関する意識調査を行

った。その結果，ゴール型の指導を「楽しい」と感じている教師は７９.６％と多くみられた。理由として，「児

童が楽しそうに学習している」が８６.２％と最も高かった（図―１）。一方，ゴール型の指導を「楽しくない」

と感じている教師の理由を見ると「児童の技能差が大きい」が７３.４％と最も高く，「指導方法がわからない」

が６２.５％と続いた（図―２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「どのような授業であれば自分も授業をやってみ 

たいと感じるか」という質問に対して，「指導方 

法，内容がわかりやすい授業」「準備が容易」とい 

う教材準備に関わるものや，「子どもが楽しそう」 

「技能が向上する授業」といった回答が見られた。 

（図―３） 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 
図―３ どのような授業であれば自分も授業をやってみたいですか？ 

  

子どもにも教師にも【やさしい】ゴール型の授業モデルづくり 

～戦術を実現するための知識及び技能の習得に着目して～ 

図－１ どんな時に楽しいと感じますか？（複数可） 図－２ どんな時に楽しくないと感じますか？（複数可） 
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図―４ ボール運動への意識調査  

 

 

 

 

 

 

 

図―５ ボール運動が好きでない理由 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 
 

図―６ ボール運動が得意でない理由 
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（３）児童の実態から 

２部会５・６年生の児童（３０６５名）を対象に，ボー 

ル運動に関する意識調査を実施した。調査の結果，ボール 

運動を「好き」と答えた児童は８５％ととても多かった。 

しかし，好きであるが不得意であると答えた児童は５６％ 

もおり，ボール運動が不得意と感じている児童は，全体で 

は６９％もいることがわかった（図―４）。ボール運動が 

好きではないと答えた児童の理由としては「ボール運動が 

苦手・嫌い」という理由が多くみられた。さらに，ボール 

への恐怖感やボール操作が苦手，動き方がわからないといった知識及び技能面に苦手意識を感じている理由もみ

られた（図―５）。ボール運動が得意でない理由を見ると，ボール操作に関して不安を感じている記述がとても多

く，学習指導要領にあるようなボールを持たない動きに関する記述はなかった（図―６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意識調査の結果から，ボール運動は２部会の多くの児童に好まれているが，ボール運動を得意とは思っていな

い児童が７０％近くいることがわかった。また，その理由は「ボール操作の技能」に左右されることが大きく，

ボール運動の技能＝ボール操作と捉えている児童が多いこともわかった。学習指導要領には，「体育には自ら運

動するだけでなく，教えたり，見たりと様々な楽しみ方があり，それらの積み重ねが生涯体育へと繋がっていく」

と記載されている。だからこそ，体育がもつ多面的な楽しみ方を児童がもつことは大切であり，これからの体育

科において，思考力向上の基礎となる「知識及び技能」に着目した授業がより一層大切になってくるのではない

かと考えた。 

そこで２部会では，学習指導要領解説にも例示されており，且つ運動の前提としての技能が容易で，多くの児

童がルールを把握していないことから，多くの児童が同様に学ぶことができるハンドボール教材を用いて，子ど

もにも教師にもやさしい授業モデルを構築することとした。 

ハンドボールは，他のゴール型と比較して，使用するボールが小さく軽いなどの理由からパスやキャッチなど

のボール操作が容易なため，その分個人や集団における戦術の学習を取り入れやすい機能的特性をもつ。 

本研究では，ゴール型における戦術を実現するための「知識及び技能」の習得に着目しながら，児童にも教師

にも「やさしい」授業モデルづくりを目指していく。指導内容を細分化し，一時間毎に身に付けたい動きを明確

化する。それにあったタスクゲームを構築することで，児童にとって「優しい」授業，指導内容や指導方法が明

確で，短時間で場の設定ができる等，幅広い経験層の先生方が実践できる教師にとって「易しい」授業を構築し

ていきたい。このような授業モデルを構築し授業改善を進めていくことが，児童の「知識及び技能」向上や教師

の指導力向上につながると考え，本研究主題を設定した。 
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※本研究における定義 

「子どもに優しい授業」･･･児童が，戦術に応じた動きとチームの中での役割に応じた動きを，わかりやすく学

べる授業 

「教師に易しい授業」･･･指導内容の細分化がされており，且つ場の設定や資料の準備の負担が少なく，見通し

がもてる授業 

「戦術」･･･ゲーム時におけるチーム内の個々の動きの型 

「技能」･･･戦術に合わせた動き（今回はボール操作は含まないこととした） 

「授業モデル」･･･経験年数や体育指導の得手不得手に関わらず，授業フォルダーを開いたとき，見通しをもつ

ことができ，「負担なく」「誰でも」行える授業づくりを目指した授業のこと 

         例 指導案の工夫 ワークシート 動画 等 

３ 研究仮説 

 

 

 

 

○毎時身に付ける戦術を細分化することで，一時間毎の目標を明確化する。戦術における個々の動き方を身に付

けるタスクゲームを行うことで，段階をおって戦術を実現できるようにする。 

 

 

 

 

○カウンター型，プレス型の２つの戦術を設定する。毎時身に付ける戦術を細分化することで，一時間毎の目標

を明確化する。また，戦術における個々の動き方を身に付けるタスクゲームを用意することで，段階をおって

戦術を身に付けることができるようにし，指導の見通しがもてるようにする。 

○また，教材教具を簡易化したり，ルールをわかりやすくしたりすることで，誰でも安心して取り組むことがで

きるようにする。 

○指導案に用意する資料や場面毎の声かけ例を明記することで，準備の軽減や指導の見通しがもてるようにする。 

【見通しとは】 

・１時間ごとの授業の見通し（短期的見通し） 

・単元全体の見通し（長期的見通し） を指す。 

 

４ 研究計画 

年度 月 研究内容 

令和元年度 

５月 研究主題，研究仮説検討 

理論研究 

６月 授業研修①（成田市立八生小学校） 

７月 資料作成 授業内容検討 紙上提案準備 

８月 紙上提案 

９月 授業内容検討 

１０～３月 授業研修②（富里市立富里南小学校） 

授業実践（２部会内２２校３９学級 児童約１０００名） 

実践後のデータ収集 データ集約 

仮説２（教師に易しい） 

戦術の型や声かけシートなど明確な授業モデルを構築すれば，教師は見通しをもって指導することができる

だろう。 

 

仮説１（子どもに優しい） 

 学ぶ戦術を明確に提示し，戦術にあったポジション毎の動きを身に付けていく場を設定すれば，児童の知識

及び技能が高まるだろう。 
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令和２年度 

４～６月 授業の考察 資料作成 

７月 研究のまとめ  

８月 印旛地区教育研究会 本提案（延期） 

９～１１月 追加検証①（富里市立富里南小学校） 

１２～３月 再考察  

令和３年度 
４～７月 資料作成 研究のまとめ 

８月 本提案 

 

５ 研究の実際 

（１）仮説検証の手立て 

<仮説１について> 

○検証方法：事前・事後のワークシートの正答率 児童の１時間毎の記述内容の変容 授業動画 

本時で指導する戦術は「カウンター型」「プレス型」の２つである。「カウンター型」では，ボールを保持した

ら，素早く攻撃に転じることができるように，「相手のコートにすぐに走る動き」「ボール保持者と走る動きをす

る児童の間で中継をする動き」についての指導を重点とした。また，「プレス型」では，カウンターを防ぎ，より

攻撃の時間を増やすため，「相手にボールを取られた時にすぐにボール保持者をマークする動き」についての指

導を重点とした。これらの動きを身に付ける場を，ドリル運動やタスクゲームに組み込むことで，戦術を実現す

るための知識及び技能を高めていく。 

<仮説２について> 

○検証方法：授業実践者に対するアンケート調査 

授業実践を引き受けたとき，授業フォルダーに目を通したとき，実践終了後の３回の調査による意識の変容を

調べる。 

 授業実践を引き受けたときのゴール型の指導に対する意識と授業モデルフォルダーを読んだときの変容から，

「見通し」がもてる内容なのかを検証する。また，実戦終了後のゴール型の指導に対する調査や負担感，授業モ

デルの効果を調べることで，仮説の検証を行う。 

体育科に属する教師のみの実践とならないよう,体育主任以外の教師や様々な年代での授業実践を行った。 

２部会内（２２校３９名） 
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（２）仮説検証授業 

学
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４ドリルゲー 

 ム 

①ハンドリング

パス 

 

②パス＆シュー

ト 

 

③パス＆ダッシ

ュート 

 

 

５試しのゲーム 

安全な場の準備 ドリルゲーム 

①ハンドリングパス  ②パス＆シュート  ③パス＆ダッシュート 

 

 

学習課題の確認 
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（戦術の確認） 
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学習課題の確認 

 

 

 

 

 

 

 

戦術の選択 

 

 

試合を行う 

 

 

戦術の選択 

 

 

試合を行う 

 

 

戦術の決定 

 

 

 

40 ①本時の振り返り ②片付け ③整理運動 ④次時の予告 ⑤あいさつ 

 

（３）仮説検証の結果と考察 

<仮説１について> 

①授業動画の結果から 

a.運動下位の児童の変容 

 今回対象とした児童は，走ることは得意としているが，手先が不器用で特にボール運動が苦手な様子であると

担任が判断した児童である。（以下下位児童を Aとする。）事前アンケートでも，ボール運動は得意ではないと回

答している。 

 １時間目のゲームでは，ゴール型運動で有効な動きがどのようなものであるかがわかっていない様子であった。

周りの友達に合わせてコート中央付近を行ったり来たりしている様子で，ゲーム中に１度もボールに触れること

はなかった。（表―１ １時間目） 

 ２時間目のメインゲームでは，コート中央の動きからサ 

イドに走る動きが増えた。これは，２時間目のタスクゲー 

ム「ハーフキャッチボール」を学習し，相手陣地のサイド 

のスペースを活用することの重要性を学んだ成果によるも 

のと考える。一方で，ボールや友達の動きとはあまり連動 

していないことから，どんな場面で相手陣地に走ることが 

良いのかまで理解しているとは考えにくい。 

３・４時間目では，相手陣地のスペースに積極的に走ろ 

うとする様子がよく見られるようになった。得点につなが 

表－１ 授業動画より（下位児童 A） 

 １時間目 ３時間目 ５時間目 

チームの攻

撃の回数 
３回 ５回 ７回 

得点に関わ

ることがで

きそうな動

き 

１回 ２回 ６回 

ボールへの

接触回数 
０回 １回 １回 

 

ハンドボール

について知ろ

う 

チームで協

力して試合

を楽しもう 

 
スペースを見

つけてボール

をもらおう 

相手コートへ

のボールの運

び方を知ろう 

 

相手より早く

ボールを運ぼ

う 

 

相手のコー

トでボール

をとろう 

チームにあ

った戦術を

選ぼう 

タスクゲーム① 

ハーフキャッチ

ハンドボール 

タスクゲーム② 

カウンター型キャッチハンド

ボール 

タスクゲーム③ 

プレス型キャッ

チハンドボール 

メインゲーム 

※カウンター型を実践する 

メインゲーム 

※プレス型を実

践する メインゲーム 

※チームにあっ

た戦術を選択

する 
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りやすい場所への動きも増えてきており，味方がシュートをするためのパス交換に参加することもできた。 

５時間目は，味方の攻撃試行回数が７回に対し，６回有効な動きが見られた。（表－１ ５時間目）ボールの接

触回数こそ１回であったが，得点できる位置にフリーでいる場面も多く，パスをもらえたらすぐにシュートが可

能であるという場面が何度も見られた。 

 ７時間目のメインゲームでは，カウンター戦術に何度も参加する姿を見ることができた。味方がボールを保持

したのを確認し，サイドへ走り出すことで有効なカウンターを行うことができていた。単なるコートの往復では

なく，戦術を理解した上で必要な場所を考えて行き来することができるようになった。 

 

b.チーム Aの「パスをもらった場所」についての結果から 

 チームの変容の見取りでは，単元開始のゲームでほとんどの動き   

やパスがコート中央付近に集中していたチーム Aに焦点を当てた。 

パスがどのように回っているかを集計することで，チーム Aの戦術 

の理解度を調査した。 

 １時間目のゲーム（図―７）では，パスが中央に偏っていること 

がわかる。中央左サイドへのパスも多いが，これは左サイドで何度 

かボールがラインアウトし，ボールを入れ直すために行ったパスで 

あり，流れの中で行われたパス交換ではなかった。 

 次に，相手陣地のスペースへすぐに移動する役割について学んだ 

３時間目のパスの動きである（図―８）。パスがコート上の様々な場 

所に供給されていることがわかる。守りにかかる時間が多く，パス 

の回数そのものが減っているが，少ないパス交換の中でチームとし 

て２得点をあげている。相手の守りが整う前に攻撃をすることがで 

きていると考えられる。 

 ５時間目のメインゲーム（図―９）では，コート中央を起点に相 

手陣地の深い場所にパスを供給している様子がわかる。４時間目の 

学習でカウンターを成功させるために，コート中央でパスの中継役 

を担う役割の学習をしたことで，カウンターの際に精度の低いロン 

グパスばかりに頼るのではなく，パスをしっかりとつなげていこう 

とする様子が見られるようになった。 

 ７時間目（図―１０）では，コートを広く使い，相手のスペース 

を見つけてパスをすることが増えたことで，ボールの動きが活性化 

された。カウンター戦術がよく浸透し，得点の機会が増えた。この 

チームでは，カウンター役で相手陣地に残る児童と，攻めも守りも 

行う役割をしていた児童がゲーム中に役割交換を行っていた。一人 

一人がカウンター戦術の特徴や役割毎の動きを習得しているからこ 

そ，ゲーム中に状況に合わせて役割を交換することができることが 

できるようになったといえる。 

 

 

 

 

 

図―８ チームＡの３時間目の動き 

図―７ チームＡの１時間目の動き 

図―９ チームＡの５時間目の動き 

図―１０ チームＡの７時間目の動き 
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２時間目 

 

 

３時間目 

 

 

６時間目 

 

 

 

図―１１ 児童 B の自由記述・ワークシートより 

１時間目 

 

３時間目 

 

 

 

６時間目 

 

 

７時間目 

 

 

 

図―１２ 児童 C の自由記述・ワークシートより 

②事前・事後のワークシートの正答率の変容から 

表－２からわかるように，どの設問においても， 

単元前後で優位な変容が見られた。特に，設問３と 

設問４の正答率は大きな上昇が見られた。 

設問３は中継役の動きである。単元前の調査では， 

「自陣のボール保持者の隣に移動してパスをもらお 

うとする」「相手コートに向かう児童と同じ動きを 

してしまう（中継役の放棄）」回答が多く見られた 

が，単元後はこれらの回答はほぼ見られなくなった。 

設問４はプレスの動きである。単元前から，相手 

のパスをカットする動きの重要性に気付いている児 

童は多かったと考えられるが，パスの出所を妨害す 

ることの重要性に気付いている児童は少なかった。しかし，単元後は，「パスの出所を妨害する役割」があること

を理解する児童が増えた。回答の中には，プレスをしかける際に，自分の動きだけでなく味方がどのように動く

か書かれた回答も見られた。 

  

③児童の１時間毎の記述内容の変容から 

 １時間目の学習後の記述では，「がんばりたい」や「楽しかった」 

といった情意面の感想が多く，ハンドボールの戦術や具体的にどん 

なことをすればよいのかということは，ほとんど書かれていなかっ 

た。しかし，学習を進めていくうちに，カウンターやプレスについ 

てわかったことや，行った時の成果や課題など，戦術や動きなどの 

知識及び技能の高まりに関する記述が増えていった。   

 図１１・１２は，児童 B，児童 Cの自由記述の変容を追った資料 

である。図―１１の児童 Bは，単元前半では，できるようになったこ 

とやうまくいかなかったことなどを書いていたが，単元後半では， 

戦術のポイントや実際にその戦術を使ったときの成果や課題を書く 

ようになり，戦術を理解したりその良さに気付いたりすることがで 

きた。 

 図―１２の児童 Cは，１時間目のワークシートで，「進んで学習 

したか」「めあてに向かって学習できたか」といった問いに「いい 

え」と回答し，自由記述は，「楽しかったです」のみが書かれてい 

た。しかしこの児童 Cは，学習が進んでいく中で，自分がどのよう 

な動きをすればよいかについて考える記述や，どこにパスを出すと 

よいか等といった，戦術的な内容の記述が多くなった。また，児童 

Cは単元後半の学習で「進んで学習できたか」という問いに「はい」 

と答えるようになった。 

 これらの記述の変容から，戦術の明確化やそのポジションにあっ 

た動きを身に付けていく場を設定することは，戦術について考えた 

り，自分や友達の動きについて考えたりする場として有効であるこ 

とがわかった。 

 

 単元前 

正答率 

単元後 

正答率 

差 

設問１ 

スペース 
61.4% 64.9% +3.5％ 

設問２ 

カウンター 
92.1% 93.8% +1.7％ 

設問３ 

中継役 
79.2% 94.8% +15.6％ 

設問４ 

プレス 
(※パスカット) 

19.8％ 
(79.2％) 

46.4％ 
(86.6％) 

+26.6％ 
（+7.4％） 

(抽出校 公津の杜小 三里塚小 富里南小 日吉台小) 

(※プレス時のパスカットの動きを正答とした時の数値) 

表－２ ワークシートの正答率の変容 
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○仮説１の考察 

 単元開始直後は，ゴール型運動で有効な動きについての理解が不十分であり，コート中央付近でのプレーが目

立ち，ボールも人も動きが小さかった。本授業モデルでは，指導内容を細分化し，１時間毎に身に付けたい動き

を学ぶ場（タスクゲーム），実現する場（メインゲーム）を設定したことで，児童が戦術の役割やそのときの動き

を身に付けることができたと考える。ワークシートの正答率の変容からも，児童が戦術に対する知識を習得して

いったことがわかる。また，スペースへの動きやカウンター型の戦術指導を行ったことで，下位の児童が有効な

動きをコート上で実現することが増えた。チーム全体としても戦術の理解度が高まったことで，児童の動きが活

性化し，選んだ戦術を実行する回数が増えていった。ワークシートの記述の内容も，単元前半は「楽しかった」

や「またやりたい」といった情意に関する記述が多かったが，単元後半には，「どこにいったらパスを出しやす

い」など，動きに関する記述内容への変化が見られた。 

 以上のことから，学ぶ戦術を明確に提示し，戦術にあったポジション毎の動きを身に付けていく場を設定する

ことは，児童の知識及び技能を高めることの手立てとして有効だったと考える。 

 一方で，「プレス」の動きは，ワークシートやゲームの様子から全員が理解したとは言いがたい結果となった。

実際に，自由に戦術を選択できる６時間目の学習で「プレス」を選択したチームは１チームであった。残りの５

チームになぜカウンター戦術を選んだのか理由を聞くと，そのうち２チームはプレス戦術がうまくいかないと回

答した。これは，カウンター型の戦術指導が２時間に対し，プレス型の指導が１時間という時間的な問題も考え

られる。さらに，プレス型では，瞬時にプレスをかける相手を決定しなければならない高度な状況判断が求めら

れることも，定着が不十分となった要因の１つであるといえる。 

 

＜仮説２について＞ 

①教師の情意面 

 表－３の結果から，ゴール型の指導を楽しいと感じる 

教師が増えたことがわかる。記述から，時数を重ねるご 

とに多くの児童の意欲，技能が向上したことが指導する 

教師の楽しさを向上させたことがわかった。また，「易し 

い」授業のために行った指導内容を細分化したことや用 

具の負担を減らしたことも効果的だったことがわかった（表―４）。 

 

 

 

 

 

 

 

②教師の単元全体の見通し 

表－３と比べることで，事前調査の時点ではどちらか 

と言えば楽しいと感じている教師は９０％以上いるにも 

関わらず，その半数以上の教師が不安を感じている状態 

であったことがわかる。そこから，授業フォルダーに目 

を通したことで９割以上の教師が見通しをもてたと回答 

している（表―５）。体育科の授業不安を感じる大きな 

要因の１つは他教科と違い教科書がないために，長い単 

表－３ 教師用アンケートより 

ゴール型の

指導は楽し

いと感じる

か？ 

楽しい どちらかと

いえば楽し

い 

どちらかと

いえば楽し

くない 

楽しくない 

事前 ３８％ ５６％ ６％ ０％ 

事後 ５３％ ４４％ ３％ ０％ 

 

表－５ 教師用アンケートより 

ゴール型の授

業を行うにあ

たり不安を感

じるか。 

感じない あまり感

じない 

やや感じ

る 

感じる 

授業を引き受

けた段階 

１６％ ２８％ ４９％ ７％ 

本授業モデル

を読み,授業の

見通しをもつ

ことができた

か。 

もてた ややもて

た 

あまりも

てない 

もてなか

った 

授業フォルダ

ーに目を通し

た段階 

２３％ ７２％ ５％ ０％ 

 

表―４ 今回の授業のどこが楽しかったか 

【指導者の立場からの回答】 

・初めてハンドボールの指導をしたが，ねらいが明確であり，毎時間の目標が持ちやすかった。（２） 

・得点の設定（１回目は１０点，２回目は１点）や全員がゴールキーパーを経験できることが良かった。 

・道具がいらなかったので取り組みやすかった。（４） 

【児童の変容に関する回答】 

・時数が進むほど，足が止まる児童が減り，技能が上がっていて，指導の楽しさを感じた。（５） 

・ほとんどの児童が楽しく取り組み，運動量も確保できていた。（４） 
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元の中で，どんな物を用意し，どんな指導をどういう計 

画で行なえばよいのか見通しがもちにくいことが考えら 

れる。その不安を払拭するため，授業モデルの中には， 

単元初めから終わりまでの流れをワンペーパーで見とれ 

る資料を用意した。指導内容が記載されたものに加え， 

場面ごとの「具体的な声かけ」が記載された指導案を用 

意した。誰でもすぐ授業準備ができるよう，資料の整理 

も意識した。各ドリル運動やタスクゲームでは動きや指 

導の要点がわかりやすい映像を用意した。これら１つ１つの準備が，教師が見通しをもつために効果的だったこ

とが表―６からもわかった。 

 

③授業モデルの効果 

 授業実践前はゴール型の授業に対し，半数以上の 

教師が不安を感じていたのに対し，授業実践後は８ 

割を超える教師がこの授業モデルを効果的であると 

感じたことが表―７からわかった。 

表―８の記述内容から，指導内容を細分化し，一時間毎のねらいを明確化したことが単元全体の見通しをもつ

ために効果的だったことがわかった。また，指導するうえで助けとなる掲示物や動画を用意したことも効果的だ

ったことがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇仮説２の考察 

 教師が指導の見通しをもちやすくするために，カウンター型，プレス型の２つの戦術を設定した。毎時身に付

ける戦術を細分化し，それに合わせた動き方を身に付けられるタスクゲームを設定した。「指導する戦術がわか

りやすい」「何を学ばせてよいかわかる」という記述から，教師が指導の見通しをもつ上で効果的だったといえ

る。また，指導中の声かけシートや各動きを動画にしたことで，「具体的な指導の仕方が分かった」「映像がある

ので運動のイメージがつかみやすい」といった記述もみられ，これらの手立ても見通しをもつ上で有効だったと

いうことがいえる。 

一方で，効果的でないという回答も１５％みられたが，記述内容は，ルールや時数配分に関する記述がほとん

どで，見通しがもてないといった記述はなかった。ルールや時数配分に関しては，それぞれの学校，学級の実態

にあわせて柔軟な形で変更してもらうことで,本授業モデルが最大限活かされると考える。 

  

 

 

 

表－７ 教師用アンケートより 

授業モデル

は効果的だ

と感じたか 

効果的 やや効果

的 

あまり効

果的では

ない 

効果的で

はない 

授業実践後 ４４％ ４１％ １５％ ０％ 

 

表―６ 本授業モデルのどこが授業の見通しをもつのに役だ 

ったか 

・全体的な流れが一目でわかり，見通しをもちやすい。（９） 

・図と映像があるため，運動のイメージをつかみやすい。（５） 

・単元の流れがしっかりとしていて，指導しやすいと感じた。（３） 

・毎時間のねらいが的確で良い。（２） 

・教具や場の設定など，不安に感じていたことが解消された。（２） 

・得点のチャンスはバスケよりも多くなり，楽しそう（２） 

・戦術的な動きのモデルがわかりやすかった。 

・具体的な声かけや指導の仕方がわかった。 

 

表―８ 本授業モデルを有効だと感じた理由は？ 

【短期見通しに関する記述】 

・１回１回の授業のねらいが明確であったため，児童も目標をもって授業に取り組めたから。（４） 

・プレス型，カウンター型を説明する時間がとられていてよかったから。（３） 

【長期的見通しに関する記述】 

・一読するだけで，単元の流れが明確で授業の見通しをもつことができたから。（５） 

・指導する戦術がわかりやすかったから。（３） 

・毎回のねらいが定まっており，教師も何を学ばせたらよいか見えてきたため，授業の構成もしやすかったから。 

【その他】 

・掲示物や声かけシートがわかりやすかったから。（３） 

・動画がわかりやすかったから。（２） 

・子どもたちにもイメージしやすい単元計画だったため，実践しやすかったから。 

・若手教師や体育科を苦手とする教師にとって授業モデルがあることは大変ありがたいと感じたから。（２） 
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６ 成果と課題 

【成果】 

○戦術の動きを，①空いたスペースに動く②ボールの運び方③カウンター型④プレス型と細分化することは，運

動下位，上位問わず，児童の知識及び技能を高める手立てとして有効であった。 

○ワークシートの正答率の変容から，学習指導要領にあるように体育科の「知識」を評価をする手立ての１つと

して，ワークシートが有効であることがわかった。 

〇戦術の指導方法を明確化したり，それらを補助するための声かけシートや動画を用意したりしたことは，見通

しをもつ上で有効であることがわかった。 

○２２校３９学級での実施となったが，全ての学級で本指導案通りに授業を行うことができた。ゴール型の指導

の不安を払拭できた点からも，教師にとって易しい指導内容となった。 

 【課題】 

●「知識及び技能」の定着に着目したことから，「思考力・判断力・表現力等」の育成場面が少なくなってしまっ

た。 

●戦術を実現するためには，ボール操作の技能も欠かせないことがわかった。低・中学年のうちに基礎的なボー

ル操作の技能を身に付ける必要がある。 

●「プレス型」の定着が十分ではないことから，単元計画や指導内容の見直しが必要である。 

●授業モデルを構築するために様々な手立てを用意したが，その中のどれが有効でどれが有効でなかったのか精

査する必要がある。 
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